
① 地域の選択 例：結果表（全国編）

ご利用になりたい統計データの地域を、結果表名から選択します。

結果表名をクリックすると、下のようなメッセージが表示されますが、「開く(O)」を

選択してください。

② 分野の選択 例：有業者の就業状況

各結果表名の総括表から、ご利用になりたい分野を選択します。

平成14年 就業構造基本調査　「集計事項一覧」の利用方法

クリック

１　人口分布による就業構造基本表

(1) 15歳以上人口に関する表

(2) 就業・不就業の状態に関する表

有業者 ① 就業状況 ② 就業希望 ● ●

無業者 ③ 不就業状況 ④ 就業希望 ● ●

(3) 就業異動に関する表

全国編

●

●

クリック
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③ 分類事項の選択 例：雇用形態

集計事項一覧の、ご覧になりたい集計対象及び分類事項の項目名の下にある を

クリックします。

の下にボックスが表示されますので、「（空白以外のセル）」を選択してください。

④ 分類事項の内訳の表示

その分類項目の表章がある統計表だけが表示されます。

さらに、○数字の上にマウスポインタ を置くと、その統計表で表章されている分類

項目の内訳が表示されます。（分類の内訳によって数字又は英文字をつけています。

同じ数字等の場合は、同じ内訳内容です。）
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なお、分類項目の内訳が多い場合、コメント領域に全てが表示できないことがあります。

その際、「コメントの編集」を選択すると、コメントウィンドウがアクティブになり、

表示できなかった分類項目の内訳を見ることができます。

⑤ 分類事項の絞込み 例：雇用形態の①

もう一度 をクリックしてボックスの中の数字等を選ぶと、その数字の分類項目と

同じ分類で表章されている統計表のみに絞り込むことができます。

分類項目が、コメントの
ウィンドウ内に全て
表示できていない。

コメントの編集を選択すると、
コメントウィンドウ内に表示
できなかった部分を見る

ことができる。
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また、さらに他の分類項目を選択して、複数の項目がクロスした統計表を絞り込むこ

とも可能です。 例：「雇用形態の①」で絞り込んだ後に、「産業」で絞り込んだ場合

なお、絞り込みを解除したい場合には、再度 　をクリックし、「（すべて）」

を選択すると、元に戻ります。

⑥ 統計表の確認

ご覧になりたい統計表が決まりましたら、左方の列の結果原表番号を確認します。

【検索条件】
　地域：全国
　分野：有業者の就業状況
　分類：雇用形態の①と
　　　　産業のクロス
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⑦ 政府統計の総合窓口「e-Stat」へアクセス

統計表のページから、政府統計の総合窓口「e-Stat」へアクセスします。

⑧ 分野の選択

政府統計の総合窓口「e-Stat」から、②で選択した分野を選択します。
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⑨ 統計表の選択

⑥で確認した結果原表番号を選択します。

⑩ 統計表の表示

⑥で確認した統計表を表示されるので、必要に応じて、エクセルファイルを保存する

などして、ご利用ください。

⑥で確認した結果
表原表番号の統計
表を選択します。

Excelのアイコンを
クリック
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